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税・国・介 募　　集お知らせ

市の財政状況市の財政状況市の財政状況
令和4年度一般会計予算執行状況(上半期)

＊令和4年度上半期(令和4年4月1日～9月30日)の執行状況です。金額は調整のうえ、1万円単位で表示しています

歳入 歳出

　一般会計は、市の行政運営の基本的な経費を中心に計上されたものです。上半
期の歳出予算の執行状況は504億9,424万円で40.4％の執行率となっています。
∫財政課☎963-9115

72億5,207万円
25億2,749万円

そ の 他
議会費、労働費、農林水産業費、商工費、
消防費、災害復旧費、諸支出金、予備費

76億9,716万円
37億3,979万円

公 債 費
市債の元金、利子の償還金などに要する経
費

149億7,016万円
55億7,533万円

衛 生 費
保健衛生や環境保全、ごみ・し尿処理など
に要する経費

117億3,373万円
44億9,316万円

教 育 費
学校施設、学校給食、体育施設、図書館な
どに要する経費

102億3,750万円
41億9,820万円

土 木 費
道路、河川、公園など都市基盤の整備に要
する経費

158億2,057万円
44億9,861万円

総 務 費
地域振興や防犯・防災対策、市民会館の運
営などの一般行政に要する経費

63億680万円
0円

市　　債
道路、公園、学校などの建設事業で多額の
資金が必要なときに、国などの機関から借
り入れるもの

72億円
41億904万円

地方消費税交付金
消費税収入のうち一定割合を県が交付する
もの

82億997万円
13億510万円

県支出金
市が実施する特定の事業に対して県から交
付されるもの

予 算 額 1,250億2,842万円
収入済額    654億7,278万円

予 算 額 1,250億2,842万円
支出済額    504億9,424万円

予算額
収入済額

予算額
支出済額

464億2,800万円
296億5,369万円

市　　税
市民税、固定資産税、軽自動車税、市たば
こ税、事業所税、都市計画税

287億746万円
218億9,083万円

そ の 他
地方譲与税、地方特例交付金、地方交付
税、分担金・負担金、使用料・手数料、繰
入金、繰越金、諸収入など

281億7,619万円
85億1,412万円

国庫支出金
市が実施する特定の事業に対して国から交
付されるもの

573億1,723万円
254億6,166万円

民 生 費
子ども、高齢者、障がいのある方などへの
福祉サービスや施設整備に要する経費

越谷市の
財務書類を作成しました
越谷市の
財務書類を作成しました

令和3年度 決算

（　　）内は市民１人当たりの金額（人口は１月１日現在）

資　産
5,180.1億円
（150.1万円）

負　債
2,088.8億円
（60.5万円）

純資産
3,091.2億円
（89.6万円）

資　産
5,128.4億円
（148.4万円）

負　債
2,126.6億円
（61.6万円）

純資産
3,001.8億円
（86.9万円）

令和3年度
〈昨年度との比較〉

令和2年度

貸借対照表（バランスシート）
　令和3年度末時点において、越谷市全体および第三セク
ター等を含めた連結ベースで市の資産がどれだけあり、
その資産をどのような財源(負債・純資産)で賄ってきたか
を一目で分かるようにしたものです。左側に｢資産｣を表
示し、右側に｢負債｣および資産と負債の差額である｢純資
産｣を計上しています。

資金収支計算書（キャッシュ・フロー計算書）
　現金の流れを示すものです。市がどのような活動に
資金を必要としているのかを示しています。

将来世代が負担する借入金
(市債)など、将来返済する
必要のある債務です

資　産 負　債518,009

475,828

42,180

25,772)

208,885

これまでの世代がすでに負
担をし、将来世代へ引き継
ぐ正味資産の総額です

純資産 309,124

（単位：百万円）

現在、市が保有している財産
の総額です
【内訳】
固定資産
　庁舎・学校・道路・公園・
　上下水道など
流動資産等
　現金・預金・未収金・
　有価証券・基金など
　(うち現金・預金

本年度末資金残高 24,443
前年度末資金残高に本年度の収支を加えたものです

21,004

本年度末歳計外現金残高 1,3291,377

本年度末現金預金残高 25,77222,381

行政コスト計算書
　経常的な活動に伴うコストと使用料・手数料等
の収入を示すものです。経常費用合計から経常収
益合計を差し引いたものが当該年度の純経常行政
コストとなります。

令和3年度令和2年度（単位:百万円）

前年度末資金残高
令和3年度令和2年度（単位:百万円）

21,00416,823

16,067

△11,303

△ 1,324

3,440

1 業務活動収支

2 投資活動収支

3 財務活動収支等

本年度資金収支額

15,947

△11,819

52

4,180

（人件費支出、税収入、国庫補助金など）

（固定資産取得支出、売却収入など）

（元金償還金支出、市債発行収入など）

経常収益 26,81825,944
行政サービスの利用で、市民の皆さんが負担する使用
料・手数料などです（市税は含みません）

純経常行政コスト 168,412164,569
経常費用から経常収益を差し引いた純粋に経常的な
コストです

臨時損失   15,15239,618
災害の復旧などに要したコストです

臨時利益   533753
資産の売却益などです

純行政コスト 183,031203,434
純経常行政コストに、臨時損失および臨時利益を含
めた純粋なコストです

経常費用
人にかかるコスト

物にかかるコスト

その他の業務コスト

移転費用のコスト

（職員給与、議員報酬など）

（光熱水費、減価償却費など）

（委託料、公債費(利子)など）

（社会保障給付、補助金など）

195,229
27,848

40,809

3,093

123,478

1年間に提供された行政サービスに要したすべての費
用です（資産形成に使ったものは除きます）

190,513
27,124

41,845

2,864

118,680

　市民の皆さんに市の財政状況をよりご理解いただくため、財務書類を作
成・公表しています。この財務書類で、市が保有するすべての資産と負債
が把握できるほか、負債を将来世代でどれくらい負担しなければならない
かなどをご覧になれます。
　詳しくは｢越谷市のざいせい状況(令和4年度上半期)｣をご覧ください(市
ホームページまたは各地区センターでご覧になれます)。
＊表示単位未満は四捨五入しているため合計が一致しない場合があります
∫財政課☎963-9115

これまでに取得した固定資産の老朽化は…
63.1％(前年比1.3ポイント増)

道路や公園など、将来世代の負担割合は…
18.2％(前年比0.7ポイント減)

総資産のうち純資産(正味資産)は…
59.7％(前年比1.2ポイント増)

市民１人当たりの
　資産150.1万円
　負債  60.5万円


